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論文の内容の要旨
本論文は、日本在住のフィリピン人労働者・滞在者のインターネット利用とソーシャル・キャピタル(社
会資本・社会関係資本)の形成の関連性の考察を試みるものである。日本在住のフィリピン人の現状がどの
ようなものか、その実態とともに、インターネット上の仮想コミュニティーを定量的に分析し、コミュニ
ティーの電子掲示板の内容を定性的な手法で分析し、ソーシャル・キャピタルの理論と過去の情報通信技捕
の社会的利用の先行研究等を基盤とし、研究を構成している。
社会学、政治学、経済学、経営学において、人間のもつ社会的資源の「資本Jとして、文化資本や経済資
本とともに、人鶴がその構成要素となるソーシャル・キャピタルがあると考えられている。本論文では、こ
のような人と人の間に存在する資源が人々の協調行動を促し、社会を効率よくしているとの見地に立ち、ま
た信頼、規範、ネットワークといった社会的仕組みがソーシャル・キャピタルを作り上げているという考え
を基盤としている。人々が様々な社会問題に直面したときに交流することで、人間関係や人同士の付き合い
がソーシャル・キャピタルを築き、諸コミュニケーション行動が社会資本構築へとつながる。
本論文は、単なる日本在住フィリピン人のメディア利用の調査研究ではなく、ネット空間に構築されるソー
シャル・キャピタルの一連の先行研究と日本在住フィリピン人のデイアスポラの現状を組み合わせて諸問題
のメカニズムを捉えている。つまり、フィリピン人デイアスポラ(祖国等を離れて暮らす民族の集団やコミュ
ニティー)のソーシャル・キャピタル構築とネット空間という新たな研究分野の出発点という位置づけであ
る。
第 l章では本論文全体の展望と構成を紹介する。フィリピンの国内の諸事情とフィリピン人のデイアスポ
ラの現状をデータに基づき解説し、日本在住フィリピン人の近年の推移と労働環境、入国査証の諸問題を記
述する。次に、ネット空間と社会関係資本の関係性と研究の概念要素・フレームワークと研究課題を明示し、
この研究によって何をどこまでどのような方法で明らかにするか、また、その予測と意義を示す。
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第2章ではデイアスポラとフィリピン人、ネット空間、宗教の関連性、ソーシャル・キャピタル、コミュ
ニケーション行動と公共圏等、関連する先行研究の文献を整理・紹介し、統合する。日本在住フィリピン人
デイアスポラのソーシャル・キャピタルの構築とネット空間がどのように関連するか、定義する。
第3章では、本論文の研究方法を解説する。本論文は定性的手法と定量的手法という異なる研究手法を用
いることによって、双方の利点と限界を補い、より総合的に研究テーマを捉えるための工夫や手法を考案し
ている。研究対象となったインターネット上の仮想コミュニティーの電子掲示板の選定基準とそのコミュニ
ティーの実態を解説し、掲示板のテキスト分析やインタビュー等の定性的調査、コミュニティー構成員への
インターネット調査や掲示板の内容分析を組み合わせる利点を指摘する。それは実用性、応用性、実証性を
可能にしながらも物事を過剰に単純化せず、複雑な物事に関する総合的な判断が両立すると主張する。
第4章では、呂本在住フィリピン人デイアスポラがネット空間コミュニティーを通して「故郷jに戻れる
とし寸感覚を共有していることに着服し、その仕組みがどのように構築されているかを考察する。 日本在住
フィリピン人デイアスポラが日常的に経験する居場所の無さ、帰る場所の無さの中、ネット空間での交流と
空想の力が合わさり、ネット空間内の祖国というものが構築される。日本に滞在しながらネット空間内での
「思い出作り jが仮想コミュニティーを強化し、日本社会に溶け込むことを目指すと同時に、フィリピン人
の仮想コミュニティーにおける「故郷」への想いを共有する。さらにフィリピン人の文化的なアイデンテイ
ティにとって重要な要素として宗教と信仰がある。これに関する交流においても、ネット空間が重要な役割
を担っていることが明らかになった。ネット空間内の宗教・信仰の交流の場は教会等の礼拝の代理にはなら
ず、むしろ祖国の日常的な宗教・信仰に関する談話を可能にする、聖なる場所という働きがある。つまりネッ
ト空間は故郷を想う場でありながら、同時に一種の聖域としても機能する。
第5章では、日本在住フィリピン人デイアスポラ内のオンライン上の社会支援の実態を明らかにする。フィ
リピン人が日本に適応するために直面する生活上の問題は様々あるが、なかでも諸事情によってオーパース
テイになってしまった場合、つまり不法残留は日本在住のフィリピン人にとって深刻な事態である。ネット
空間では、その救援・支援、残留の許可に関する情報交換が行われる。実社会では不法残留者として罰せら
れる可能性があるため、ネット空間がソーシャル・キャピタルへのリンクとなり、また、棺互信頼が高めら
れていく。
結論では、日本在住フィリピン人デイアスポラのネット空間のソーシャル・キャピタルがネット空間内の
「故郷Jへの想いの構築とオンライン上の社会支援ネットワーク作りによって構成されることを検証し、理
論との対応を論じる。また、今後のフィリピン人デイアスポラのソーシャル・キャピタル構築とネット空間
に関する研究の可能性についての展望を示す。今後も各国においてフィリピン人デイアスポラの増加が予想
できるため、出発点となった本論文のテーマが重要な学問領域になるであろうと示唆する。
審査の結果の要旨
本論文は、少子高齢化とグローバリゼーションを迎える我が国の移民政策を考察する上で先駆的な研究で
あるO 外国人労働者、特にフィリピン人労働者や滞在者が直面する様々な問題を明らかにするとともに、イ
ンターネット空間における人と人の間のネットワークがはたす精神的サポートの役割や、異国の社会で生活
する上で必要になる支援のシステム、コミュニティー内のコミュニケーション活動とその結果を、ダイナミッ
クかっ丁寧に考察する力作となっている。
著者は、フィリピン人のデイアスポラやソーシャル・キャピタル、ネット空間利用など本研究テーマに関
連する先行研究の基礎調査において、真撃な努力を費やしている。それらの文献は本論文における著者の主
張を裏付ける重要な資料として論文全体において十分活用されている。このように、自らの研究に対して著
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者が示した熱意は、今後、研究者としての資質を示すものとして、高く評錨できる。
また本論文は、インターネット上の仮想コミュニティーのメンバーのインタビ、ユーと調査、掲示板などの
定性的な手法による分析と内容分析、推測統計学を用いた実証的手法など、定量的・定性的研究法を議離さ
せることなく融合させており、特筆に値する。
本論文の大きな功績は、日本在住フィリピン人デイアスポラがネット空間内で祖国への想いを共有し、オ
ンライン上の社会支援ネットワークを形成している実態が明らかになったこと、そしてネット空間内で5常
的な宗教・信仰に関する談話という交流を通して、ネット空間が一種の聖域としての働きがあることが明ら
かになったことである。すなわち、インターネットの仮想コミュニティーが現在日本在住フィリピン人デイ
アスポラにとって、特に精神的サポートという不可欠な働きを担っていることが明らかにしたことにある。
これにより、本論文は、インターネット上の仮想コミュニティー問題を指摘する従来の研究とは一線を画し、
新たな知見をもたらしている。本論文の手法は、今後フィリピン人デイアスポラが在住する各国を分析する
際、研究の範ともなりうるものである。
審査員からは、本研究のインターネット・コミュニティーの選定方法やコミュニティー構成員の性別、コ
ミュニティーの成り立ちと関連して宗教の役割、フィリピン人デイアスポラの家族関係や国民性の表現方法、
フィリピン入社会とソーシャル・キャピタルとの関連性、インターネットの文化や制度・異なる社会階級か
らの参加の可能性と民主性などに関する質疑があり、著者からの応答があった。また、本論文の残された課
題としては、定量的な研究部分やオンライン上のソーシャル・キャピタルに関する独自の視点やさらに深い
考察の余地があるだろう。しかしこれは、本論文の高い学術的価値ゆえに期待される今後の課題であり、著
者の洞察力や研究者としての将来性がこの論文に示されているとの指摘があった。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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